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親子で学ぶ                                                       　　　第４５号
特殊構文①ー強調構文


　ある言葉を強調したい場合、話し言葉の場合にはその言葉を強く言うことにより、相手に伝えることができます。しかし書き言葉の場合には何らかの手段を使わなければなりません。そのときに必要なことをいくつか覚える必要があります。普通の文を元にして「強調構文」を使ったり、特別な語句を添えたりする必要がでてきます。それらに総出演していただきましょう。



PART Ⅰ（強調表現）
  強調を表す表現には次の４種類があります。
 ①助動詞による強調(do)
 ②構文による強調
 ③関係代名詞whatによる強調
 ④倒置による強調


(1)動詞を強調する助動詞：do(es), did（本当に、実際に）
　普通の英文中の動詞を強調する時に do を助動詞として用います。
 (a) Jack went to Japan when he was five. （５歳の時に日本に行きました）
  この文の述語動詞は went です。過去形ですから did go とします。
 (b) Jack did go to Japan when he was five.（日本に実際に行ったのですよ）
(2)強調構文(It is ... that ～：～なのは...だ)
 (a) ①Jack went ②to Japan ③when he was five. 　
　今度は動詞以外の部分（①、②、③の部分）を強調する表現を考えてみましょう。この時に『強調構文』(It is...that～)を使います。「...」の部分に強調したい語句を入れればよいのです。that の後には(a)で残った部分をそのままの順で続ければよいのです。
 (c)①→It was Jack that went to Japan when he was five.
   （５歳の時に日本に行ったのはトムでもベスでもなく、ジャックでした）  
    注意：that が関係代名詞のように who になる場合もあります。
 (d)②→It was to Japan that Jack went when he was five.  
   （ジャックが５歳の時に行った国は英国でもなく中国でもなく、日本でした）
    注意：that が関係副詞のように where になる場合もあります。
 (e)③→It was when he was five that Jack went to Japan.
　（ジャックが日本に行ったのはいつかというと、５歳の時だったんです）
    注意：that が関係副詞のように where になる場合もあります。
●重要事項：It is ... that ～だけ見ると、「形式主語構文」と全く同等です。その違いは次の通り。
 It is 形容詞 that .....  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→形式主語構文
 It is 名詞 that ＋ 不完全な文（必要な主要素が欠けている文）・・→形式主語構文
 It is 名詞 that ＋ 完全な文（必要な主要素が全てそろっている文）・・→強調構文
 It is 句・節 that ＋... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→強調構文


●入試問題：（　）に適当な語を書きなさい。
　　What is it (    ) you want on your birthday ?
    正解：that。次のように考えます。
         普通の文→You want
         強調構文→It is


 on your birhtday.（誕生日に

  が欲しい）


   ?
  that you want on your birhtday.





　　　　 疑問文　→What is it that you want on your birthday ?
　　　　　　（君が誕生日に欲しい物はいったい何だね）
(3)関係代名詞whatによる強調
 (f) I want a computer. （コンピューターが欲しい）この文を、関係代名詞のwhatを用いて次のように強調する表現が可能です。
 (g) What I want is a computer.   （私の欲しいものはコンピューターだ）
(4)疑問詞を強調
　疑問詞で始まる疑問文を強調するのに、疑問詞の直後にある種の語句を添えます。
 (h) What do you want on your birthday ?  （誕生日に欲しい物は何ですか）
 (h)' What in the world do you want on your birthday ?  （～はいったい何ですか）
 ●特殊疑問文の強調（一体全体）
 　疑問詞＋ in the world [on earth, the fuck] ＋ .....？


(5)否定語の強調
  すでに「否定」の項目でもご紹介しましたように、次の２つを覚えておきましょう。
詳細は「否定」の号（第４４号）をご覧下さい。
not ～ at all  /  not ～ in the least 　（決して～ない）
●否定を強調する表現と、強調構文を合わせた次の表現もあります。覚えておきましょう。
    It is not until [till] ～ that ・・・「～して初めて・・・する」
　（例）It was not until yesterday that I understood my father's words.
       （昨日になって初めて私は父の言葉が理解できた）
PART Ⅱ（教科書の理解のために）
①教科書、p.135の11行目に次の英文が登場しています。少し前後を省いて紹介します。This attitude of his is the very thing that has vanished among the American workers.　
この very が名詞や代名詞の手前につくことにより、「まさにその～」のように、名詞や代名詞を強調する表現になります。（訳：彼のこの態度こそが、アメリカ人労働者の間でなくなってしまったまさにそのものなのである）
②単語テスト（第１８章）の英文には、「強調のdo」がありました。
I do have a doctorate in education.（私は教育博士号を実際に持っている）
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親子で学ぶ                                                       　　　第４６号
特殊構文②ー倒置表現


　普通の英文は、「主語＋述語動詞＋・・・」で書かれます。これが基本的な『語順』なのですが、場合によってはこの語順が普通とは違うことがあります。広い意味では普通の語順になっていないことを『倒置』と呼びます。疑問文の語順も一種の倒置といえますが、ここでは中学英語を卒業したことを前提として、疑問文とは違う「倒置」についてご紹介いたします。



PART Ⅰ（倒置はなぜ起こる？）
　普通の語順が、倒置されるというのは一体どういうことなのでしょうか？文の最初に書かれるということはその部分に焦点が当てられることになります。つまり、文頭に書かれることにより、強調されているのです。前号でご紹介しましたように、いろいろな強調の仕方がありますが、語順を変えることにより、強調することにもなるのです。　
 倒置→強調


(1)語順の変化
 ①否定語が文頭（必ず倒置[疑問文の語順]が続く）
 (a) I never dreamed of seeing you here.
     （あなたにここで会うとは夢にも思わなかった） 
この文で否定のnever を先頭に出すと
　　→ ＊Never I dreamed of seeing you here.　　　
  しかしこれでは正しい英文ではないのです。斜体字の部分を疑問文の語順に変えます。
   正解→Never did I dream of seeing you here.
 (b) He said not a word during[ﾃﾞｭｱﾘﾝｸﾞ] the meeting.  （彼は会議中一言も言わな　この場合には not a word が目的語になっています。             　　　　　かった）
not が名詞(a word)を否定しているのですね。この部分が先頭に飛び出すと、否定語が入っているのでやはり疑問文の語順になります。
(b)' Not a word did he say during the meeting.
 ②場所・方向を示す副詞（句）が文頭
 (b) My house stands on the hill. 　（私の家は丘の上にある）
  斜体字の部分は「丘の上に」という「場所を表す副詞句」です。この部分が文頭に出た場合にはどうなるでしょうか。
　→ On the hill ....  この後には主語と動詞の位置が単純に入れ替わります。
　→On the hill stands my house.
(2)主要素の移動
 ①S+V+O => O+S+V PART Ⅱの教科書中の英文の説明を参考にして下さい。
 ②S+V+C => C+S+V  （これが原則ですが、これとは違う例をご紹介します）
 (c) The man who can say that he has always done his best is happy.
                            S                               V   C
　主語の意味は「いつも最善を尽くしていると言える人」です。あまりにも主語が長いです。同時にhappyを先頭に出し、文全体を安定させると次のようになります。
 Happy is the man who can say that he has always done his best.（これはCVS)
●主語と動詞が入れ替わっているのは主語が長いので、文全体を安定させたいためです。
(3)その他の強調
 (d)A: I am hungry.   　  B: I am hungry, too.  （私も空腹です）
 (e)A: I am not hungry.  B: I am not hungry, either.　（私も空腹ではありません）
　それぞれＢの文に注目して下さい。「私もお腹が空いている（いない）」の意味です。これは中学時に出てきた英文です。でもこれはI am (not) hungryがAの文と同じです。次号でご紹介する「省略」とも関係するのですが、『繰り返しを避ける』ために別の表現を用います。そのために、(d),(e)は次のように表すことがあります。
(d)'「So ＋（助）動詞＋主語」（So am I.）
(e)'「Neither (Nor) ＋（助）動詞＋主語」（Neither[Nor] am I.）
PART Ⅱ（教科書の理解のために）
  倒置に関する例文を教科書から拾ってみましょう。
① At the heart of this world is a special code which controls the identity of the cell.  (p.122, ll.3-4)
  先頭の余分な語句を切り落としてみましょう。「前置詞＋名詞」は切り捨てて考えます。
     (At the heart)(of this world) is a special code which controls the identity of the cell.

                              V  名詞（主語）    関係詞節(a special codeが先行詞)
　（（この世界の中心部には）その細胞の特質を制御する特殊な遺伝暗号が存在している）
●「場所を表す副詞句」が文等に出たことにより、S＋V→V＋Sへと変化しました。
　同様の例文に次のような文があります。もう分析は不用ですよね。
Under the tree sat a young man with a guitar. (木の下にギターを持った青年が座っていた)
②Whether it's good or bad only time will tell. (p. 125, ll.15-16)
            O                    S      V
whether は接続詞。it's good or bad が１つの文ですから、下線部全体がまとまった部分。tellは他動詞。目的語が必要です。ということは、先頭のWhether～bad が目的語になっている名詞節だと考えなければなりません。次のような普通の語順から、目的語がそっくり文頭に飛び出した形です。 Only time will tell whether it's good or bad.
  （それが良いか悪いかは将来を待つしかないだろう）
●この場合、教科書の手前の文との緊密性を保とうとしているための倒置です。
 紙上：カルチャースクール


         　　  （高校編）
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